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覚園寺裏山やぐらに関する研究
─ 『百八やぐら調査報告書』を資料として ─
Research on the Yagura tombs of the hill behind Kakuon-ji temple:
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1964年 3 月 2 日
1964年 3 月12日
（箇所）
36
4
39
12
34
16
24
10
日付
1964年 3 月13日
1964年 3 月17日
1964年 3 月19日
1964年 3 月23日
1965年 3 月11日
1965年 3 月16日
1965年 3 月23日
（箇所）
5
10
4
1
23
20
2
表3．やぐらの開口方向
開口方位
南
南東
東
北東
北
北西
西
南西
記載なし（－）・不明
（基） （％）
75
44
20
3
0
8
22
47
3
33.8
19.8
9.0
1.4
0.0
3.6
9.9
21.2
1.4
者の多い日は、安田氏・大三輪氏・大森氏の3人で行っ
たとはいえ、短期間で調査し緻密な実測図も作成して
いる。
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連して考えられることもあった。中にはそれを意識し
て穿たれたやぐらもあるだろう。しかし、鎌倉市を囲
うように広がり、複雑に入り組んだ谷戸を利用すると、
必然的に南に開口するやぐらが増えるという地形によ
るところが大いに関係していると推察される。岩盤を
挟んで両側にやぐらを形成している瑞泉寺裏山やぐら
や寿福寺墓地のような例もあるが、基本的には露出し
た岩盤は山を形成しているため、その反対方位にもや
ぐらを形成することはできない。それは、この覚園寺
裏山やぐらもまた同様である。
3－3．やぐらの規模
やぐらの規模は、一般的に2ｍ四方くらいが基本とい
われている。小型のものでは、北条常盤邸跡や寿福寺
境内の一部に見られる龕状で、大型になると明月院の
羅漢洞のように幅7ｍ程のものまで様々である。今回は、
表1にまとめた縦横の形状を基に、やぐらの規模を9種
に分類し、表4にまとめた。規模の目安として1間以下
を「小」、1間～2間を「中」、2間以上を「大」とし、縦
横を9種のパターンに分類した。縦に関しては、左右の
長さが記されていることがあり、例えばどちらかが
「小」、もう一方が「中」に分類される場合は、長い方
の「中」を縦の規模にした。崩壊・埋没などにより縦
横いずれか、或いは両方とも測定できない場合は、「記
載なし・不明」の項目に分類した。
やぐらは、必ずしも明確な寸法で造られているわけ
ではないようであり、また長い年月の中で壁面の崩
落・磨耗などが生じ、大きさが変わってしまっている
こともある。さらに、近世に石切場として利用したり、
改良して倉庫にしたり、戦時中は防空壕にしたりと、
構築当初から現代までに改変されていることも多いた
め、必ずしも構築当初の長さではない。1964～1965年
の調査時から現在までの間にも、形状に何らかの変化
が生じている可能性もあるため、大まかな傾向として
捉えたい。約50年後の形状として、再度測定し直す必
要がある。
一方が1間以下に対し、もう一方が2間以上という大
小の組み合わせのやぐらは少なく、縦横両者とも小規
模、両者とも中規模が多いという傾向が見られた。縦
横ともに小規模のやぐらは、全体の半数近くを占めて
いる。やはりこれまで一般的なやぐらといわれてきた
ように、2m四方のやぐらがこの覚園寺裏山やぐら群に
おいても多い。現在、各やぐらの配置場所の確認を行
っており、この作業により多くの小規模のやぐらと、
その中に点在する中型・大型のやぐらが配置された意
味をさぐる手がかりとなるだろう。
3－4．羨道
羨道について、カードの記述に基づき表5のようにま
とめた。
現在の状態は様々であるものの、羨道を持つもの
（羨道有り、羨道有り・痕跡、羨道有り・崩壊、羨道有
り・左側風化、羨道有り・右側風化）の合計は125基で、
全体の56.3％にあたる。不明のもの、埋没したり崩壊
して原型を失ったものの中には、元は羨道のあったも
のが考えられるため、そうすると半数以上に羨道が設
けられていたことになる。
羨道入口部分には、扉を取り付けるための方形の切
り込みが残っていることがある。それらについても、
カードには一部記述が見られたため、内部構造及び特
殊施設の項目に記した。扉を取り付ける場合は、上下
に取り付け用の穴が必要となるが、床面近くの切り込
みが残っている例はあまりない。その理由として埋没
したり、風化により掘削されたということが考えられ
る。その扉は木製と考えられ、長い年月の中で朽ちた
表4．やぐらの規模
規模
縦：横＝小：小
縦：横＝小：中
縦：横＝小：大
縦：横＝中：小
縦：横＝中：中
縦：横＝中：大
縦：横＝大：小
縦：横＝大：中
縦：横＝大：大
記載なし・不明
（基） （％）
100
18
1
9
52
12
0
1
8
21
45.0
8.1
0.5
4.1
23.4
5.4
0.0
0.5
3.6
9.5
表5．羨道の形式
羨道有り
羨道有り・痕跡
羨道有り・崩壊
羨道有り・左側風化
羨道有り・右側風化
羨道無し
羨道無し・崩壊
羨道無し・痕跡
羨道無し・不明
前半欠損
埋没
（基） （％）
71
39
2
6
7
49
18
1
27
1
1
32.0
17.6
0.9
2.7
3.2
22.1
8.1
0.5
12.2
0.5
0.5
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り取り除かれたため、扉の材木も残念ながら今は目に
することができない。各地のやぐらでは、木製の扉で
はなく切石で入口を塞いでいる例もあるというが、覚
園寺裏山やぐらの場合はそのような例は恐らく少ない
と思われる。
3－5．天井様式
天井様式について表6にまとめた。
表6の結果から、平天井が73.4％と圧倒的に多いこと
がわかる。「平か」と示したものはカードの文言を引用
したもので、調査時にはやや形が変化しているものの、
構築当初は平天井だったと予想される場所である。途
中で高さの異なる「二段」の内、142号（赤131）は平
天井で2段式と記されている。また、もう1基の107号
（赤101）も、同様に平天井の可能性が考えられる。ド
ーム型の内、44号（赤41）は、風化のため円形になっ
ているとカードに記されているため、これも構築当初
は平天井だった可能性は否定できない。従って天井様
式については、構築当初平らに成形していたというこ
とが全体にいえるのではないだろうか。
3－6．内部装飾　浮彫り
やぐらの各壁面・天井などに様々な加工を施し、荘
厳な造りをしていることがある。そこで、やぐら内の
浮彫り・線刻について該当基数と数と全222基中の割合
を表7にまとめた。何らかの浮彫り・線刻のあるやぐら
は、延べ33基であった。さらに、これらの中には数種
類の装飾が同一やぐら内に施されていることもあり、
それらをまとめ直すと222基中28基、全体の12.6％しか
該当しないことがわかった。この数は筆者の予想より
内訳を見ると、仏像のうち2号（赤2）・24号（赤21）
は地蔵菩薩坐像を各1体ずつ彫り出している。20号（赤
17）は、9個の梵字とともに3体の仏像が彫られている。
これらは地蔵菩薩ではないことはわかるものの、具体
的にどのような仏を表現したのかわからない。光背の
みを彫っているのは、俗称「法王窟」と呼ばれるやぐ
らで、このやぐらは入口外の上部に「法王」と彫られ
ている。この「法王」の字については、江戸時代の文
献でも触れられている。そのやぐら内の左壁に、光背
が彫り窪められている。恐らく尊像は木造物か、或い
は石造製であっても壁面とは独立したものを置いたと
推察される。同様に、光背のみを壁面に表現した例は、
朱垂木やぐらが有名である。
八葉蓮華は、19号（赤16）の天井に線刻されており、
その存在を予め知らなければ見過ごしてしまう。同じ
デザインを彫ったやぐらは他に例がない。同一やぐら
内の奥壁には、梵字の入った五輪塔の浮彫りが線刻さ
れている。五輪塔の例は多いものの、線刻されている
のはこの1基のみである。左右両壁はそれぞれに梵字が
大きく施されている。
宝篋印塔の浮彫りは、東泉ヶ谷やぐら群・瑞泉寺裏
山やぐら群にも1基ずつ見られるが、このやぐら群では
78号（赤72）1基のみである。それも、現在では風化に
より姿が失われつつある。
梵字の多くは月輪を有するもので、月輪や梵字は両
薬研彫りされ、月輪の内側は鏨のような道具で丁寧に
平坦に仕上げられている。具体的には、5号（赤5）に5
個、11号（赤11）に3個、18号（赤15）に2個、19号
（赤16）に2個、20号に（赤17）9個、23号（赤20）に1
個、24号（赤21）に3個、78号（赤72）に3個である。
尚、五輪塔の各輪に梵字を配したものもあるが、それ
はこの梵字の項目には入れていない。20号（赤17）は、
左壁の手前に梵字が見られるが、他は上下2段に配置さ
れているのに対し、中央部に1個彫られている。また、
劣化により入口附近の壁面が失われつつあるためか、
表6．天井様式
様式
平型
平か
平・崩壊
平・剥落
崩壊
剥落
ドーム型
前半平型後半丸型
前半丸型後半平方
二段
埋没
不明
記載なし（－）
（基） （％）
163
4
10
4
9
1
3
2
1
2
1
14
8
73.4
1.8
4.5
1.8
4.1
0.5
1.4
0.9
0.5
0.9
0.5
6.3
3.6
表7．やぐら内の浮彫りと線刻
五輪塔
宝篋印塔
梵字
仏像
光背
八葉蓮華
やぐら数（基） 数（％）
19
1
8
3
1
1
76  基
1  基
28  個
5  体
1  個
1  個
8.6
0.5
3.6
1.4
0.5
0.5
もはるかに少なく、従来着目されてきた装飾性豊かな
やぐらは、極一部でしかなかったことになる。
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特殊施設の欄に「左壁の梵字に注意」と書かれている。
状態の良いものだと、下地の漆や金箔が残存している
例もある。
表7からわかるように、最も多い浮彫りは五輪塔であ
った。これはさほど厚みを持たないものから、五輪塔
が置かれているかのように見える立体的で丸みを持た
せたものまで、その形態は様々である。地輪下部に納
骨穴を持ったものもあれば、壇上に築いてあたかも壇
に石塔を置いているようなものまである。41号（赤38）
は、火輪を作りかけて終わりにしていたり、左壁は壁
面の劣化により元の数がわからなくなっている。しか
しながら、恐らくは現在確認されている10基に加え、
あと3基あったと考えられ、このやぐら内に合計13基が
彫られていた可能性がカードにも指摘されている。ま
た、各やぐらに見られる浮彫りの五輪塔地輪は、台形
をしているものが多いという傾向がある。
3－7．壇の形成
やぐらの形状が方形を呈するものが殆どであること
は、既に述べた通りである。そのやぐらの内部には、
壇を形成しているものが見られたため、それらの内訳
について表8に基数と壇をもつやぐら内の割合をまとめ
た。
カードには「三方に棚」・「三方に切込み」と表現
されたやぐらが5基ある。これらの目的は壇と同じであ
ると考えたため、三方に壇を有するやぐらの項目に入
れた。三方に壇を持つやぐらのうち、86号（赤80）・
87号（赤81）・107号（赤101）・112号（赤106）・139
号（赤128）・223号（赤－）は、奥壁にのみさらにも
う1段、つまり壇が2段形成されている。27号（赤24）
だけは、三方とも壇が2段設けられている。126号
（赤－）は、奥壁のみ4段が階段状に設けられ、左右両
側は高い位置に1段ずつ見られる。但し、この壇も近年
では堆積物が増加し、最下壇が埋没しつつある。
次に多い形式は、奥壁にのみ壇を設けたやぐらで、
19基（24.4％）が該当する。159号（赤148）だけは、
左壁側にのみ壇が設けられている。二方に設けられた
やぐらは、合計6基（7.7％）である。155号（赤145）
は、奥壁と左壁に壇が確認できるが、右側は現状では
不明で、三方全てに壇を有する可能性、奥壁と左壁の
二方の可能性のどちらも考えられるため、表8には入れ
ていない。210号（赤－）は左右の奥壁に壇が存在し、
それは地輪として使用されている。この155号（赤145）
も併せると、合計78基に壇が設けられていることがわ
かり、これは全やぐら222基の35.1％にあたる。
3－8．納骨穴について
3－7で述べた壇は、仏像を安置しただけでなく、石
塔や骨蔵器を置くためのものであったと考えられる。
その壇の上、或いはやぐら内の床面には、円形ないし
方形の穴が掘られていることがある。これらは納骨す
るための穴である。納骨は、壁面の龕の中に行うこと
もあれば、五輪塔をはじめとする石塔の部材内部に窪
みを設け、その中に納めることもある。納骨穴は45基
で確認されており、これは全体の20.3％にあたる。カ
ードの表記を参考に具体的な個数を数えたところ、少
なくとも83穴、それに加え4基のやぐらには「数個」と
書かれている。さらに、数は不明だが納骨穴の存在が
確認されているやぐらは1基あるため、90穴以上が存在
すると推察される。また、今回は明らかに納骨に関係
すると記されていない用途不明の切込みについては除
外した。これらの中には、納骨を目的としたものが含
まれているかもしれない。それを加味すると、総数は
さらに増加する。壇・納骨穴の存在から、やはりやぐ
らは納骨のための施設であったことが伺える。しかし、
これらの備え付けの設備だけを利用したわけではなく、
石塔に埋葬したり骨蔵器に納めたり、或いは散骨した
と思われる例もある。
3－9．灯明皿置場
納骨穴や龕の他に、灯明皿を置くために設けられた
と考えられる小さな穴を持つやぐらがある。20号（赤
17）・129号（赤－）・175号（赤－）の3基である。ま
た、灯明皿も見つかっているが、これについては次の
項目で触れる。
3－10．やぐら内の遺物
遺物については、表1の現存遺物の項目に示し、その
内訳を表9にまとめた。やぐら内が大部分だが、一部や
ぐらの外に置かれているものも含まれている。やぐら
の外に置かれた石塔は今も残されており、部材が埋没
しかけているものもある。安田氏らによる調査時に確
認されているこれらの遺物のうち、石塔類はやぐら内
で場所が移動していたり、積み替えられていたり、別
の場所へ移動したものもある。また、地震で倒壊した
表8．壇の形成状況
三方（奥壁・左壁・右壁）
二方（奥壁・左壁）
二方（奥壁・右壁）
二方（左壁・右壁）
一方（奥壁）
一方（左壁）
（基） （％）
51
3
1
2
19
1
65.4
3.8
1.3
2.6
24.4
1.3
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ものなどもあるため、現在は写真と同様に位置してい
ないことも多い。銘のあるものは、別地保存されてい
ることもある。当時は堆積物の中に紛れて確認されて
いなかったが、その後何らかの影響で地表に姿を現し、
現在見られる遺物もあるだろう。
凝灰岩製の五輪塔部材は、数が明確に記されている
場合と、曖昧に書かれている場合があったため、カー
ドの記述に基づき、詳細の不明瞭なものは表に入れて
いない。2号（赤2）には、安山岩と凝灰岩の五輪塔が
25基あると書かれている。石塔の部材が他にも堆積物
内に埋没していると推察されている例は、12号（赤
12）・35号（赤32）・121号（赤114）・124号
（赤－）・136号（赤125）・160号（赤149）である。五
輪塔の部材らしいが、何かわからないものが1個あると
書かれているのは、135号（赤124）である。数十の凝
灰岩製五輪塔部材の断欠は、143号（赤132）にある。
156号（赤145の左側）も石塔の部材断欠が数個あると
指摘されているが、こちらは五輪塔とは断定されてい
ない。211号（赤－）においては、他にも石塔の部材が
ありそうだというような内容が書かれている。表9のよ
うに種類別に見ると、凝灰岩製五輪塔の部材は、645個
であった。部材ごとの内訳は、凝灰岩製の空風輪が
21.2％、火輪が28.4％、水輪が22.2％、地輪が28.2％で、
部材ごとの大きな偏りは見られなかった。安山岩製の
五輪塔部材は合計121個で、内訳は空風輪28.9％、火輪
23.1％、水輪24.8％、地輪23.1％であった。五輪塔の中
でも石質の不明な部材は合計98個あり、その内訳は空
風輪22.4％、火輪22.4％、水輪25.5％、地輪29.6％であ
る。以上、五輪塔の部材は865個に及び、各部材ごとに
見ると、空風輪は194個、火輪は233個、水輪は199個、
地輪は239個あった。これらに数が不確かな五輪塔部材、
堆積物中にあると考えられるものを加えると、さらに
総数は増大する。単純に各部材に分けただけでも、200
基以上の五輪塔がやぐらに納められたことになる。
191号（赤－）の現存遺物の欄には、半分欠損した地
輪の上下に納骨用の窪みがあることを指摘し、それは
「資料として大切だと思われる」と資料の重要性につい
ても言及している。もう1点、地輪について詳細な記載
のあるやぐらがある。194号（赤－）の凝灰岩製の地輪
に梵字の墨書きがあると書かれている。五輪塔の浮彫
に梵字が残っている例は他にも見られるが、このやぐ
らに見られるものは、刷毛の痕が認められる見事な書
体であると述べられている。筆者はこの石塔を未だ見
たことがないため、是非現物を確認したいと考えてい
る。
また、五輪塔の部材の中に、花崗岩製と思われる水
輪1個の存在が記されている。鎌倉で花崗岩が使われる
ことは無きに等しく、非常に貴重な例と考えられる。
安田氏らの調査時には、既に水輪1個だけであったが、
空風輪・火輪・地輪の部材も、花崗岩で作成されたも
のがあった可能性も否定できない。
壁面の浮彫りと同様、五輪塔に比べ宝篋印塔は少な
い。1964～65年当時、安山岩製しか発見されておらず、
各部材の数はいずれも10個以下である。その他に宝塔
らしきものの部材は1個見つかっているが、板碑の存在
については触れられていない。鎌倉各地のやぐらでは、
板碑が納められている例も確認されているため、石塔
の種類と埋納について検討する必要がある。
3－9で触れたように、やぐら内には灯明皿を置く場
所が設けられている。遺物として灯明皿も確認されて
表9．遺物一覧
名称
五輪塔空風輪
五輪塔火輪
五輪塔水輪
五輪塔地輪
五輪塔空風輪
五輪塔火輪
五輪塔水輪
五輪塔地輪
五輪塔空風輪
五輪塔火輪
五輪塔水輪
五輪塔地輪
五輪塔水輪
五輪塔部材
宝篋印塔基礎
宝篋印塔塔身
宝篋印塔傘
宝篋印塔相輪
宝塔塔身
写経石
人骨
灯明皿
弘法大師像
大師像台座
地蔵菩薩像
薬師如来像
その他仏像
標識柱
角柱宝珠形のもの
屋根型石造物部材
碑
材質 数
凝灰岩
凝灰岩
凝灰岩
凝灰岩
安山岩
安山岩
安山岩
安山岩
－
－
－
－
花崗岩
凝灰岩
安山岩
安山岩
安山岩
安山岩
凝灰岩
－
－
－
凝灰岩
凝灰岩
凝灰岩・－
－
－
凝灰岩
－
凝灰岩
－
137個
183個
143個
182個
35個
28個
30個
28個
22個
22個
25個
29個
1個
33個と数十
6個
5個
7個
2個
1個
多数
やぐら7基
2個と破片
80体
3個
4体
1体
1体と十三仏
1個
1個
1個
1個
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いるが、いずれも江戸時代のものと説明されている。
現在、これらはやぐら内には見当たらない。多数あっ
た写経石も現在はない。碑と記したものの詳細は不明
だが、これらは明治期のものらしい。同様に、やぐら
が本来の目的として造営・使用されていた時代以降の
遺物を現在も見ることができる。その例が仏像の類で
ある。「仏像」という項目に分けたものは、覚園寺境内
にあるやぐら内の十三仏と呼ばれるものが主で、明治
期のものである。その他、「薬師像」1体も明治期のも
のである。地蔵菩薩像は4体確認されている。その内1
体は66号（赤60）で、カードでは室町期に追加された
ものと推察している。最も多い明治期の像は弘法大師
像で、合計80体ある。現在は頭部が欠損し、このよう
な状況は安田氏らの調査時も同様である。但し、117号
（赤111）の大師像2体だけは、写真の頭部が確認できる
（図5a）。現在はこれも頭部が失われ（図5b）、他の大
師像と同様の状態にある。一般的に、仏像の頭部だけ
が失われていると、廃仏毀釈との関連性が指摘される
が、ここの場合はそれとは関係ないらしい。明治年間
に大半の頭部が欠損したといわれているが、少なくと
も117号（赤111）に関しては、この約50年の間に頭部
が欠落したということがわかる。
明治期に安置された弘法大師像は、当然のことなが
らやぐらが構築された当初とは関わりのないもので、
やぐら群の中で山頂に近い列に見られる。弘法大師像
の安置されているやぐら内に構築当時と思われる遺物
が少ないのは、この像を納める時に別の場所に移動さ
せてしまったからなのだろうか。また、カードには大
師像の台座と書かれたものが3個ある。恐らく像自体は
劣化して姿を失ったのだろう。現在、これらの弘法大
師像の多くは劣化が激しく（図6）、劣悪な状態のもの
は自立することができずに床に横倒しに置かれている。
先に述べたように、これらは明治期の納められたも
のであるため、約150年の期間に劣化したことがわかる。
さらに、安田氏撮影の写真と比較すると、現在は一層
劣化が進行している。傾向としては、羨道や両壁面の
残るやぐら内に安置された像よりも、隣接するやぐら
の側壁を失ったやぐら、つまり外部にさらされている
所ほど劣化している。これについては、個々のやぐら
を比較した論文で詳細を述べるため、そちらを参照し
ていただきたい。
やぐらの最大の目的は、埋葬施設である。安田氏ら
の調査では、7基のやぐらに火葬した人骨・火葬してい
ない人骨が確認されている。この中で着目すべきは、
57号（赤51）である。このやぐらは凝灰岩製の五輪塔
が納められており、その他に火葬していない人骨片が
見つかっているが、それは鋭利な刃物で切断した痕跡
が明瞭に残っているというのである。被葬者に関する
具体的な情報はなく、現在は見当たらないが、被葬者
や葬送に関する貴重な記述である。
188号（赤－）は、「以前、日野云々と記されていた
木製角塔婆があった」という記述が見られる。安田氏
らの調査時に、既にそこにはなくなっているのだろう。
やぐらを使用していた当時は、仏像など木製のものが
多くあったものと思われるが、扉用の木材も含め、現
在木製遺物は皆無である。
211号（赤－）には、計47個の石塔の部材が納められ
図5a．1964年の弘法大師像
図5b．2011年の弘法大師像
図6．劣化した弘法大師像
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ている。それに加え、まだ地中にあると考えられてい
るが、これらは附近のやぐらのものを集めてこの中に
納めたと推察されている。このように、やぐらが構築
されてから、使用されていた当時に徐々に納められた
ものもあれば、後世にどこのものかわからずひとまず
納められたものなどがあり、その時代を特定するのは
困難である。
3－11．やぐらの劣化に関する記述
このカードの特徴は、やぐらの劣化に関する記述が
見られる点である。内部構造・特殊施設の欄を参考に、
これらの記述を状況ごとにまとめたものが、表10であ
る。
表中の（％）は、やぐら群全体の222基に対する割合
を示している。文言は様々であるが、カードには113基
に関する壁面や天井の損傷が書かれている。実際、更
に細かく見ればより多くの劣化が発生している。
23号（赤20）には、崩落の原因は電柱工事の際の不
注意により起きたものであること、その対応としてコ
ンクリートで天井を補ったということが記されている。
崩落防止対策として、やぐら入口部分をコンクリート
で補強しているやぐらは、鎌倉市内各地に見られる。
77号（赤71）は、風化の原因を山頂に近く海風を受
けやすいからではないかと指摘している。確かにこの
やぐら周辺は、隣接し合う壁面の劣化も著しい。しか
しながら、附近は樹木もあり開けた場所でもないため、
海からの風がどの程度影響しているか、現段階では判
断しかねる。一方、109号（赤103）は、内面の仕上が
りが極めて良好と書かれている。羨道の扉用の穴も完
備されていることから、羨道があることで直接外部と
接しておらず、内部が比較的安定した環境と推察され
る。
原型を留めていないやぐらの中には、後世の改変を
受けたものがある。このような事例について述べられ
たやぐらは、以下の通りである。66号（赤60）の前室
は、石切に使用されている。157号（赤－）は、構造が
わからない程になってしまっているが、これは石切に
よるものである。また、198号（赤－）の上左側には、
防空壕のような穴があると書かれている。やぐらの更
に奥を掘り進めて防空壕とした例は他のやぐら群でも
見られ、また大三輪龍彦氏は、幼い頃やぐらは防空壕
であったと著書の中で述べている6）。覚園寺裏山やぐら
には見られないが、現在倉庫や車庫として利用されて
いる場所も多い。このように、後世に加工されること
で、やぐら本来の姿が失われた場所も少なくないが、
その地質がいかに加工しやすいものであるかうかがえ
る。また、218号（赤－）と223（赤－）は、以前住ま
いとしていた時期があるという記述が見られる。住ま
いとすることで、多少なりともやぐら自体に手が加え
られている可能性も考えられる。
4．「百八やぐら調査報告書」のもつ意義と活用
これまで発掘調査をはじめ、やぐらの形態分類、副
葬品・石塔などからやぐらの研究は進められてきた。
しかしながら、現在は姿を失ってしまったもの、後世
に改変を受けたもの、所在地の知られていないものな
どがあるため、いわゆる「やぐら」と呼ばれるものが
果たして幾つあるのか、具体的な数さえ明確になって
いない。近年、これまでの考古学的な調査の他に、保
存科学の分野からやぐらの劣化のメカニズムなどの調
査が行われたり、崩落防止対策を含め整備作業が進め
られている所もある。筆者自身も、文化財科学の立場
からみたやぐらの劣化をテーマに研究に取り組んでい
る。発掘調査報告書をはじめ、先達の研究成果は、や
ぐらを研究する上で重要な情報が残されているが、こ
のカードの様にこれだけ多くのやぐらについて、同一
の基準を持って同じ人が調査をし、詳細にまとめられ
た例は他に無い。また、このカードの特に貴重な点は、
各やぐらに対する写真が貼ってあるということである。
調査日が明確にされていること、併せて写真があると
いうことは、まさにその日のやぐらの状況を知る重要
な要素である。稀にやぐらの写真が残されているが、
撮影日がわからないことが多い。さらに、附近を散策
し、やぐらを訪れた記念撮影として、やぐらの中や前
面の平場で撮った記念写真が残されていることもある。
このような写真も、撮影当時の様子を知る貴重な資料
である。しかしながらこのような場合は、無意識のう
ちに石塔や梵字の彫刻が施されていたり、壇が複雑に
組まれているような比較的特長のあるやぐら、状態の
いいやぐらを選んでしまうというのが人の心理だろう。
表10．劣化状況
埋没
天井崩落
崩壊
一部崩壊
風化
剥落
欠損
右壁欠損
左壁欠損
左右壁欠損
前半部欠損
樹木の根
（基） （％）
28
10
15
4
22
11
4
9
3
11
13
1
12.6
4.5
6.8
1.8
9.9
5.0
1.8
4.1
1.4
5.0
5.9
0.5
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その点、この調査では全てのやぐらに対する写真が貼
られているのである。B5サイズのカードにある写真は
紙焼きされたもので、縦×横＝26×36mmと小さい。
このネガを探したが、残念ながら現在は行方がわから
なくなっている。カードの写真と現状を比較すると、
この50年余りの間にも様々な変化が起きていることが
わかる。そこで、現在筆者はこのカードの記載内容を
基に、筆者自身が設定した劣化項目を照らし合わせ、
現状の把握と記録保存に努めている。これについては、
別途論じることとするため参照していただきたい。
5．まとめ
今回取り上げた覚園寺裏山やぐらに関する調査報告
書（カード）は、安田三郎氏を中心に、大三輪龍彦
氏・大森順雄氏により行われた詳細な調査がまとめら
れたものである。このカードの存在により、1964～
1965年の状況を知ることができる。それと同時に、今
後の研究への材料となる貴重な資料である。やぐらは、
特に中世以降発展を遂げた鎌倉という地に残る痕跡で
あり、今も祖先の供養の場であることに変わりはない。
構築から約700年以上の歳月が過ぎ、様々な劣化が生じ
ているが、これらを後世に残すためにも、現状の把握
と今後起きうる劣化について調査を進めることが必要
と考えている。また、今回筆者が研究の参考としたよ
うに、50年後・100年後の将来も研究材料となることを
期待している。
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表11．主軸方向の相違点
やぐら名称
10号（赤10）
11号（赤11）
17号（赤－）
18号（赤15）
18号（赤15）
31号（赤28）
37号（赤34）
40号（赤37）
69号（赤63）
118号（赤112）
鎌倉市所蔵版 大三輪家所蔵版
N-80°-E
N-70°-E
N-22°-W
N-20°-W
N-25°-W
N-25°-W
N
N
N-32°-E
N-30°-E
S-80°-W
S-70°-W
S-22°-E
S-20°-E
記載なし
S-35°-W
S
S
記載なし
N-30°-W

